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 区の将来像と区政の方針を示す「板橋区基本構想」では、構想実現に取り組むすべての人々が常

に念頭に置くべき基本的な考え方として、ひと（個人）、まち（地域）、みらい（環境）に着目した

３つの「基本理念」を掲げており、それぞれ「あたたかい気持ちで支えあう」「元気なまちをみん

なでつくる」「みどり豊かな環境を未来へつなぐ」としています。 

本計画では、この基本理念を踏まえ、“環境像”＝概ね 10年後のめざすべき環境の姿を以下のよ

うに設定します。 

   

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

区の環境の将来像＝10 年後の姿 

武蔵野の面影を残す徳丸・赤塚の樹林地、広大な河川敷を有する荒川や美しい桜並木に彩ら

れる石神井川など、緑と水やきれいな空気に囲まれ、生物の多様性が保全されるなど、自然環境

との共生が進んでいます。 

またスマートシティに向けてＩＣＴなど最先端の技術が整備され、エネルギーを効率的に生みだし

使用するライフスタイルが定着するとともに、水素や再生可能エネルギーなどの有効な資源の活用

が進み、環境や防災面で持続可能な低炭素社会を実現するまちづくりが進んでいます。 

さらには、区民一人ひとりや事業所のごみ減量・リサイクルなど環境に対する意識が高く、世代や

職業、地域の枠を越えて、地域全体が連携して活動が進み、資源循環型社会が実現しています。 

 

「未来」 

板橋の宝である子どもたちや豊か

な暮らし、そして緑や水などの豊

かな自然環境など、持続可能な発

展を象徴しています。未来を担う

子どもたちが環境と共存・調和し

ながら将来にわたり持続的に快適

な都市環境を実現することが大切

です。 

「エコポリス板橋」 

平成 5 年 4 月、環境都市宣言を行い、

人と環境が共生する都市“エコポリス

板橋”の実現をめざすまちづくりを進

めています。 

「人」 
身近な環境を守り、育て、よりよ

い環境をつくっていくためには、

人（個人、事業者、地域など）の

意識を環境にシフトし、実際に行

動に移していきながら、様々な人

が協働して進めていくことがと

ても大切です。 

 

「スマートシティ」 

あらゆる社会インフラに ICT などの先

端技術を活用してスマート化し、安心

安全、便利で無駄のない暮らしや経済

活動の実現をめざすかしこいまちづく

りを進めていくことが大切です。 

 

「緑」 

身近に緑や水などの豊か

な自然があるまちづくり

を進め、安心安全でやすら

ぎのある環境をつくって

いくことが大切です。 

人と緑を未来へつなぐスマートシティ“エコポリス板橋” 
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本計画では、前述の“環境像”のもと、個別分野ごとの環境課題に対応した以下の６つの「基本

目標」を設定します。 

 

  低炭素社会の実現 
 ～エネルギーのスマート化による 
  温室効果ガスの排出が少ないまちづくり～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【分野】 エネルギー・気候変動 など 

循環型社会の実現 
 ～ごみの発生抑制と資源を循環利用する 
          社会システムづくり～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【分野】 ごみ・資源 など 

自然環境と生物多様性の保全 
 ～緑と水と生きものに囲まれた 
            都市空間の創造～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【分野】 緑・水・生きもの など 

「環境力」の高い人材の育成 
 ～環境に配慮したライフスタイルの実現 

   に向け主体的に行動できる人づくり～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【分野】 環境教育・環境情報 など 

パートナーシップが支えるまちの実現 
 ～自助・共助・公助の連携による 

            地域環境づくり～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【分野】 環境保全行動 など 

快適で健康に暮らせる生活環境の実現 
 ～社会活動に伴って発生する 
   環境負荷の削減と生活環境※1 の向上～ 

 

 

 

 

 

 

 

【分野】 大気環境・美化・景観 など 
※1 「生活環境」は、人の健康や人の生活に密接に 

関係のある様々なものを対象とします。 

基本目標 1 基本目標 2 

基本目標 3 基本目標 4 

基本目標 5 基本目標 6 
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 基本目標の達成に向け、本計画では 11 項目の「環境施策」を設定します（次ページの体

系図参照）。基本目標が計画期間を通じて変わらないものであるのに対し、「環境施策」は、

区を取り巻く環境や社会状況が年々変化することを考慮し、計画期間中においても必要に応

じて検証・見直しを図るものとします。  

 

 計画の進行管理を適切に行うためには、計画の達成度を評価するための指標の設定が重要

となります。本計画では、基本目標に対する達成状況を評価する「環境指標」と、環境施策

の活動状況を把握する「活動指標」の２種類の指標を設定します。各指標の設定の考え方や

役割は下表のとおりです。 

  

表 環境指標・活動指標の設定の考え方や役割 

環境指標 

●板橋区の環境が良好な状態に保たれているかを客観的に表すものとして設定します。環

境保全に資する取り組みを実施した結果、区民などにもたらされた影響を数値化したも

ので、原則としてアウトカム指標（成果指標）を用いています。 

●原則として、本計画期間の終了時点である平成 37（2025）年度における目標値を基本目

標ごとに設定し、その達成状況を評価します。 

●原則として、区の総合計画である「板橋区基本計画 2025」の施策指標と整合を図ってい

ます。 

活動指標 

●環境保全に資する取り組みが着実に実施されているかどうかを客観的に表すものとして

設定します。取り組みの具体的な活動量（「何をどの程度提供したか」など）を定量的に

示したもので、原則としてアウトプット指標を用いています。 

●基本目標の下に位置する環境施策ごとに指標を設定し、それぞれの活動量の変化を把握

します。 

●原則として、関連する区の他の個別計画で設定されている指標と整合を図っています。

また、社会状況の変化や個別計画の見直しの際などに、必要に応じて変更することとし

ます。 

 

 環境指標に用いるアウトカム指標（成果指標）は、外的要因による影響を大きく受け、指

標の数値と区民等が受ける感覚とが必ずしも一致しないこともあることから、基本目標の達

成状況を評価する際には、活動指標を補足的に活用して総合的に評価します。 
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２-① 板橋かたつむり運動の 
      推進 
  
２-② 適正で効率的なごみ収集 
      ・処理体制の構築・運用 

循環型社会の実現 

ごみの発生抑制と資源を循環利用

する社会システムづくり 

 

板橋区地球温暖
化対策実行計画
(区域施策編) 

１-① 区民・事業者における 
      省エネ・再エネの推進 
  
１-② 建物や交通などインフラ 
      の低炭素化の促進 

低炭素社会の実現 

エネルギーのスマート化による 

温室効果ガスの排出が少ない 

まちづくり 

３-① 板橋らしい良好な緑や 
      水環境の保全・創出 
  
３-② 自然とのふれあい促進や 
      自然の恵みの享受 

自然環境と生物多様
性の保全 

緑と水と生きものに囲まれた 

都市空間の創造 

 

４-① 大気汚染や騒音などの 
      ない生活環境の保全 
 
４-② 潤いのある景観や美しい 
      街並みの保全  

快適で健康に暮らせ
る生活環境の実現 

社会活動に伴って発生する 

環境負荷の削減と生活環境の向上 

 

５-① 環境教育の推進、環境保全
      活動を担う人材の育成 
 
５-② わかりやすい環境情報の 
      発信 

「環境力」の高い人
材の育成 

環境に配慮したライフスタイルの

実現に向け主体的に行動できる 

人づくり 

６-① 環境保全活動への参加や 
      協働を進める仕組み 
      づくり 

パートナーシップが
支えるまちの実現 

自助・共助・公助の連携による 

地域環境づくり 

 

環
境
像 

 
 

人
と
緑
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ 
“  

 
 

 
 

 

” 

板橋区一般廃棄
物処理基本計画
(第三次) 

板橋区緑の基本

計画 

(いたばしグリー

ンプラン 2020) 

 

 

 

板橋区景観計画 

板橋区環境教育

推進プラン 

2025 

基 本 目 標  環 境 施 策  関連計画 

エ
コ
ポ
リ
ス
板
橋 

1 

2 

3 

4 

5 

6 
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■ページの見方 

  

環境指標 

基本目標の達成に向けた取り組みによる成果を把握する
ための指標です。 

目標値 

本計画の終了時点である平成 37（2025）年度の目標値を
示しています。（一部の指標では、関連個別計画の見直し
予定年度の目標値を示しているものもあります。） 

めざす方向性 

指標の数値が増加した方が良いものは上向きの矢印で、
減少した方が良いものは下向きの矢印で示しています。
なお、増加または減少で良し悪しを一概に判断できない
ものについては、「―」で示しています。 

環境施策 

基本目標の達成に
向けた施策の方向
性を示しています。 

現状と課題 

板橋区における環境の現状
と、問題点や課題について環
境施策ごとに示しています。 

各主体が取り組むこと 

区民（区民団体を含む）、事業者、区のそれぞれが取り組
むことを記載しています。 

取り組みの指標（活動指標） 

環境施策に資する取り組みの進捗を把握するための指標
です。 

リーディングプロジェクト 

リーディングプロジェクト（第４章）の進捗を把握するための
指標で、現状値と平成 37（2025）年度の目標値を示して
います。複数の環境施策と関連がありますが、その中で
も特に関連の深い環境施策のページに掲載しています。 

取り組みの方向性 

現状と課題を受け、区全体として取り組むべき方向性を
示しています。 


